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『
正
法
眼
蔵
』
と
漢
籍
仏
典
と
の
構
文
表
現
の
比
較

│
│
﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄・
他
の
語
録
と
の
比
較
・
検
証
を
通
じ
て
│
│

藤
　
川
　
直
　
子

は
じ
め
に

　

道
元
禅
師（
一
二
〇
〇
︱
一
二
五
三
）の
主
著
で
あ
る
仮
字﹃
正
法
眼
蔵
﹄

（
以
下
︑﹃
正
法
眼
蔵
﹄
と
の
み
記
す
）
に
つ
い
て
︑
管
見
で
は
従
来
︑
比

較
的
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
構
文
の
分
析
に
よ

り
︑
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
検
証
を
こ
れ
ま
で
試
み
て
き
た
︒
ま
ず

始
め
に
︑﹃
正
法
眼
蔵
﹄
本
文
そ
の
も
の
の
検
証
を
実
施
し（
１
）︑
続
い
て
同

時
代
の
和
文
に
よ
る
仏
典
の
検
証
を
行
な
い
︑
二
〇
二
一
年
度
の
印
度
学

仏
教
学
会
学
術
大
会
に
お
い
て
︑﹁﹃
正
法
眼
蔵
﹄
構
文
表
現
の
特
徴
︱
他

の
和
文
文
献
と
の
比
較
・
検
証
を
通
し
て
︱
﹂
と
い
う
表
題
で
︑﹃
正
法

眼
蔵
﹄
が
︑
複
文
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
︑
中
で
も
﹁
言
い
換
え
に
よ
る

複
文
﹂
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
︒
本
論
文
で
は
︑
道
元
禅
師
が

留
学
し
て
い
た
宋
時
代
を
中
心
と
し
た
漢
籍
仏
典
（
語
録
）
を
中
心
に
︑

そ
れ
ら
の
構
文
の
構
成
と
比
較
し
て
︑﹃
正
法
眼
蔵
﹄
の
構
文
の
特
徴
を

検
証
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
︑
道
元
禅
師
の
師
で
あ
る
天
童
如
浄

（
一
一
六
二
～
一
二
二
七
）
の
﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄
お
よ
び
︑
道
元
禅
師

が
古
仏
と
尊
称
す
る
宏
智
正
覚
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
七
）
の
﹃
宏
智
禅

師
広
録
﹄
ほ
か
︑﹃
景
徳
伝
灯
録
﹄
か
ら
代
表
的
な
禅
師
の
語
録
を
選
び
︑

こ
れ
ら
の
文
章
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
和
文
と
漢
文
と
の
表
現
方

法
の
違
い
等
︑
よ
り
広
汎
な
観
点
か
ら
﹃
正
法
眼
蔵
﹄
の
構
文
を
客
観
的

に
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
︒

一　
『
如
浄
禅
師
語
録
』
の
構
文
分
析

　
﹃
如
浄
禅
師
語（
２
）録
﹄
は
道
元
禅
師
の
帰
朝
後
︑
如
浄
禅
師
が
寂
滅
し
た

後
に
中
国
に
残
っ
て
い
た
弟
子
た
ち
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
︒
如
浄
が

住
持
を
勤
め
て
い
た
﹁
清
涼
寺
﹂（
一
二
一
〇
～
一
二
一
五
）・﹁
台
州
瑞

岩
寺
﹂（
一
二
一
五
～
一
二
一
六
）・﹁
臨
安
浄
慈
寺
﹂（
一
回
目
一
二
一
六

～
一
二
二
〇
と
二
回
目
一
二
二
三
～
一
二
二
四
）・﹁
明
州
瑞
岩
寺
﹂

（
一
二
二
二
～
一
二
二
三
）・﹁
天
童
山
景
徳
寺
﹂（
一
二
二
四
～
一
二
二
六
）
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で
の
上
堂
︑
な
ら
び
に
小
参
・
法
語
・
頌
古
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
お
り
︑

上
下
二
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
︒

　

ち
な
み
に
︑
こ
れ
ら
の
寺
院
は
︑
天
童

山
景
徳
寺
お
よ
び
浄
慈
寺
が
禅
宗
五
山
第

三
と
第
四
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
︒

　

最
初
に
︑こ
れ
ま
で
検
証
し
て
き
た
﹃
正

法
眼
蔵
﹄
と
︑
同
時
代
の
和
文
に
よ
る
仏

教
典
籍
で
あ
る
﹃
禅
家
説
﹄・﹃
開
目
抄
﹄

と
同（
３
）様
に
︑﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄
の
構
文

を
分
類
し
て
み
た
い
︒
な
お
︑
構
文
の
分

類
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹁﹃
正
法
眼
蔵
﹄

の
言
語
表
現
に
関
す
る
一
考（
４
）察
﹂
を
参
照

さ
れ
た
い
︒

　

下
表
の
分
類
結
果
か
ら
︑
明
ら
か
な
こ

と
は
︑

㊀　

肯
定
的
複
文
と
単
文
の
使
用
頻
度

が
高
い
と
い
う
こ
と
（
合
計
で
全
体

の
八
割
以
上
）

㊁　

否
定
的
複
文
と
疑
問
・
反
語
的
複

文
お
よ
び
禁
止
・
命
令
的
複
文
の
使

用
が
少
な
い
こ
と

㊂　

言
い
換
え
に
よ
る
複
文
が
無
い
こ

と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
従
っ
て
︑
文
章
の
構
文
と
し
て
の
特
徴
は
︑
比
較

的
平
易
な
構
文
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

　

続
い
て
︑﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄
か
ら
実
際
に
具
体
例
を
引
用
し
て
み
る
︒

な
お
︑
引
用
は
﹃
大
正
新
脩
大
蔵
経
﹄
第
四
十
八
巻
か
ら
で
︑
上
堂
の
実

施
寺
院
は
清
涼
寺
を
﹁
清
﹂︑
台
州
瑞
岩
寺
を
﹁
台
瑞
﹂︑
浄
慈
寺
一
回
目

を
を
﹁
浄
﹂︑
浄
慈
寺
二
回
目
を
﹁
再
浄
﹂︑
明
州
瑞
岩
寺
を
﹁
明
瑞
﹂︑

天
童
山
景
徳
寺
を
﹁
天
﹂
と
略
記
し
︑
大
正
蔵
の
頁
数
と
段
の
表
記
も
併

せ
て
記
載
す
る
︒（
な
お
︑︿ 

﹀
内
に
筆
者
に
よ
る
書
き
下
し
文
を
︑（ 

）

内
に
同
様
に
直
訳
（
試
訳
）
を
記
す
︒）

㈠	

肯
定
的
複
文

（
截
斷
程
途
驀
直
來
︒）
乾
坤
洞
徹
此
門
開
︒（﹁
清
﹂﹃
大
正
蔵
﹄
第

四
八
巻
︑
一
二
一
頁
・
下
段
）

︿ （
程
途
を
裁
断
し
驀
直
に
来
た
る
︒）
乾
坤
は
洞
徹
し
て
此
の
門
︑

開
け
た
り
︒﹀

（ （
程
途
を
裁
断
し
て
真
っ
直
ぐ
に
来
た
な
ら
ば
︑）
天
地
は
突
き

通
っ
て
し
ま
い
︑
こ
の
門
が
開
け
た
︒）

打
破
黒
漆
桶
︒
十
方
空
豁
豁
︒（﹁
台
瑞
﹂︑
一
二
三
頁
・
中
段
）

︿ 
黒
漆
桶
を
打
破
し
て
︑
十
方
空
は
豁
豁
た
り
︒﹀

（ 
黒
い
漆
桶
を
打
ち
破
っ
て
︑
十
方
の
空
は
明
瞭
で
あ
る
︒）

淨
慈
借
詩
説
教
︒
要
與
衲
僧
點
眼
︒（﹁
浄
﹂︑
一
二
四
頁
・
中
段
）

『如浄禅師語録』「上堂」 — 構文分類表

寺 院 名 肯定的
複文

否定的
複文

疑問･反
語的 複文

禁止･命
令的 複文

展開的
複文 言い換え 小　計 単　文 合　計

清 涼 寺 126 3 1 37 167 88 255

台州瑞岩禅寺 26 12 38 29 67

浄 慈 禅 寺 147 3 1 1 48 200 111 311

明州瑞岩寺 30 1 8 39 19 58

再住浄慈禅寺 60 34 94 44 138

明州天童景徳寺 100 2 1 47 150 80 230

小　　計 489 8 4 1 186 0 688 371 1059
（%） 46.2% 0.8% 0.4% 0.1% 17.6% 0.0% 65.0% 35.0% 100.0%
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︿ 
浄
慈
は
︑
詩
を
借
り
て
教
を
説
き
︑
衲
僧
の
た
め
に
点
眼
せ
ん
と

要
す
︒﹀

（ 

浄
慈
（
わ
た
し
如
浄
）
は
︑（
杜
甫
の
）
詩
を
借
り
て
教
え
を
説
き
︑

大
衆
（
雲
水
達
）
の
た
め
に
明
眼
を
開
か
せ
た
い
と
望
む
︒）

擧
拂
子
云
︒
法
幢
已
建
︒
宗
旨
已
立
︒（﹁
明
瑞
﹂︑
一
二
五
頁
・
下
段
）

︿ 

払
子
を
挙
げ
て
云
う
︑法
幢
す
で
に
建
て
︑宗
旨
す
で
に
立
て
り
︒﹀

（ 

払
子
を
挙
げ
て
云
う
に
は
︑
法
の
幢
は
す
で
に
建
て
て
い
て
︑
宗

旨
も
す
で
に
立
て
た
︑
と
︒）

依
稀
寒
水
玉
︒
彷
彿
冷
秋
菰
︒
脩
竹
芭
蕉
入
畫
圖
︒（﹁
再
浄
﹂︑

一
二
六
頁
・
下
段
）

︿ 

依
稀
す
寒
水
の
玉
︑
彷
彿
た
り
冷
秋
の
菰
︑
脩
竹
芭
蕉
画
図
に
入

る
︒﹀

（ 

冷
た
い
水
晶
玉
に
似
て
い
て
︑
冷
秋
の
菰
に
も
似
通
っ
て
い
て
︑

脩
竹
や
芭
蕉
が
画
図
に
収
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
︒）

進
院
得
住
便
住
︒
退
院
要
行
便
行
︒（﹁
天
﹂︑
一
二
八
頁
・
中
段
）

︿ 

進
院
︑
住
を
得
れ
ば
便
ち
住
し
︑
退
院
︑
行
か
ん
と
要
す
れ
ば
便

ち
行
く
︒﹀

（ 

進
院
し
て
住
持
と
な
れ
ば
即
ち
寺
に
住
み
︑
退
院
し
て
寺
を
退
く

べ
き
と
な
れ
ば
即
ち
退
く
︒）

㈡	

否
定
的
複
文

其
或
未
然
︒
竹
根
稚
子
無
人
見
︒（﹁
清
﹂︑
一
二
三
頁
・
上
段
）

︿ 

其
れ
或
し
未
だ
然
ら
ず
ん
ば
︑
竹
根
の
稚
子
︑
人
の
見
る
こ
と
無

し
︒﹀

（ 

其
れ
も
し
未
だ
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
︑
竹
の
根
元
に
い
る
雉
の
子

は
︑
人
か
ら
見
え
な
い
︒）

不
曾
生
不
曾
死
︒（﹁
浄
﹂︑
一
二
四
頁
・
上
段
）

︿ 

曽
て
生
ぜ
ず
︑
曽
て
死
せ
ず
︒﹀

（ （
世
尊
は
）
か
つ
て
生
ま
れ
て
こ
な
い
し
︑
未
だ
か
つ
て
死
ん
で

も
い
な
い
︒）

清
不
可
誇
︒
香
不
可
誇
︒（﹁
天
﹂︑
一
二
八
頁
・
上
段
）

︿ 

清
誇
る
べ
か
ら
ず
︑
香
誇
る
べ
か
ら
ず
︒﹀

（ 

清
き
を
誇
る
こ
と
な
く
︑
香
り
を
誇
る
こ
と
も
な
い
︒）

㈢	

疑
問
的
・
反
語
的
複
文

喚
不
回
頭
︒
爭
奈
何
︒（﹁
清
﹂︑
一
二
二
頁
・
中
段
）

︿ 

喚
べ
ど
頭
を
回
ら
さ
ず
︑
争い

か

ん
奈
何
せ
ん
︒﹀

（ （
飛
ん
で
い
る
燕
子
を
）
喚
ん
で
も
頭
を
回
ら
さ
な
い
︑
ど
う
し

よ
う
か
︒）

是
祖
意
是
教
意
︒（﹁
浄
﹂︑
一
二
五
頁
・
中
段
）

︿ （
且
く
道
え
︒）
是
れ
祖
意
や
是
れ
教
意
や
︒﹀

（ （
さ
あ
言
い
な
さ
い
︒）
是
れ
は
祖
意
で
あ
る
か
教
の
意
で
あ
る

か
︒）

僧
問
古
徳
︒
深
山
嵒
崖
中
︒
還
有
佛
法
也
無
︒（﹁
明
瑞
﹂︑一
二
五
頁
・
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下
段
）

︿ 
僧
古
徳
に
問
う
︑
深
山
嵒
崖
の
中
︑
還
た
仏
法
有
り
也
無
し
や
︒﹀

（ 
僧
が
古
徳
に
問
う
た
︑
深
山
の
断
崖
の
中
に
︑
仏
法
が
有
る
か
無

い
か
︑
と
︒）

㈣	

禁
止
的
・
命
令
的
複
文

看
看
︒
機
先
箇
箇
英
靈
漢
︒（﹁
浄
﹂︑
一
二
三
頁
・
下
段
）

︿ 

看
よ
看
よ
︑
機
先
の
箇
箇
︑
英
霊
の
漢
︒﹀

（ 

看
な
さ
い
看
な
さ
い
︑兆
し
の
前
に（
道
理
の
分
か
る
）そ
れ
ぞ
れ
︑

優
れ
た
人
達
を
︒）

㈤	

展
開
的
複
文

三
聖
道
︒
逢
人
則
便
出
︒
出
則
不
爲
人
︒（﹁
清
﹂︑
一
二
一
頁
・
下

段
～
一
二
二
頁
・
上
段
）

︿ 

三
聖
道
く
︑
人
に
逢
え
ば
則
便
ち
出
ず
︑
出
で
て
は
則
ち
人
の
為

に
せ
ず
︒﹀

（ 

三
聖
が
云
う
に
は
︑
人
（
道
を
求
め
る
人
）
に
逢
え
ば
即
ち
出
て

行
き
︑
出
た
後
は
則
ち
︑
人
の
為
に
な
さ
な
い
︑
と
︒）

其
或
未
然
︒
誰
在
畫
樓
沽
酒
處
︒
相
邀
來
喫
趙
州
茶
︒（﹁
台
瑞
﹂︑

一
二
三
頁
・
中
段
）

︿ 

其
れ
或
し
未
だ
然
ら
ず
ん
ば
︑
誰
が
画
桜
沽
酒
の
處
ろ
に
在
り
て
︑

相
い
邀
え
来
り
て
趙
州
の
茶
を
喫
せ
ん
︒﹀

（ 

そ
れ
が
も
し
そ
う
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
︑
誰
が
美
し
い
高
楼
や
酒

店
（
旅
館
）
の
所
に
い
て
︑
一
緒
に
迎
え
に
来
て
趙
州
の
茶
を
飲

む
だ
ろ
う
か
︒）

若
不
得
流
水
︒
還
應
過
別
山
︒（﹁
浄
﹂︑
一
二
五
頁
・
上
段
）

︿ 

若
し
流
水
を
得
ざ
れ
ば
︑
還
た
応
に
別
山
を
過
ぐ
べ
し
︒﹀

（ 

も
し
（
正
し
い
）
流
れ
の
水
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
︑
ま

た
正
に
別
の
山
に
行
っ
て
（
亜
流
に
陥
っ
て
）
し
ま
う
だ
ろ
う
︒）

又
卓
云
︒
深
固
幽
遠
無
人
能
到
︒（﹁
明
瑞
﹂︑
一
二
五
頁
・
下
段
）

︿ 

又
︑卓
て
て
云
く
︑深
固
幽
遠
に
し
て
人
の
能
く
到
る
こ
と
無
し
︒﹀

（ 

ま
た
︑（
拄
杖
を
）
立
て
て
云
っ
た
︑
深
く
幽
遠
で
︑
人
が
能
く

到
れ
る
（
境
界
）
で
は
な
い
︑
と
︒）

進
一
歩
則
有
象
︒
退
一
歩
則
無
蹤
︒（﹁
再
浄
﹂︑
一
二
六
頁
・
下
段
）

︿ 

一
歩
進
め
ば
則
ち
象
有
り
︑
一
歩
退
け
ば
則
ち
跡
無
し
︒﹀

（ （
払
子
は
百
尺
の
竿
の
頂
き
で
あ
る
）
一
歩
進
め
ば
形
象
が
現
れ
︑

一
歩
退
け
ば
形
象
の
跡
形
が
な
い
︒）

呈
起
云
︒
看
彩
鳳
㘅
出
︒（﹁
天
﹂︑
一
二
七
頁
・
上
段
）

︿ 

呈
起
し
て
云
く
︑
看
よ
︑
彩
鳳
が
㘅ふ
く

ん
で
出
た
︒﹀

（ （
勅
黄
を
）
呈
起
し
て
云
う
︑
看
な
さ
い
︑
美
し
い
鳳
が
銜
え
て

出
て
き
た
︑
と
︒）

㈥	
言
い
換
え
に
よ
る
複
文

該
当
構
文　

な
し
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㈦	
単
文請

首
座
上
堂
︒（﹁
清
﹂︑
一
二
二
頁
・
上
段
）

︿ 

首
座
を
請
す
る
上
堂
︒﹀

（ 

首
座
を
要
請
す
る
上
堂
︒）

晝
夜
方
纔
不
可
眠
︒（﹁
台
瑞
﹂︑
一
二
三
頁
・
中
段
）

︿ 

昼
夜
︑
方
に
纔
か
も
眠
る
べ
か
ら
ず
︒﹀

（ 

昼
も
夜
も
ま
さ
に
わ
ず
か
も
眠
っ
て
は
な
ら
な
い
︒）

還
委
悉
麼
︒（﹁
浄
﹂︑
一
二
三
頁
・
下
段
）

︿ 

還
た
委
悉
す
る
麼
︒﹀

（ 

さ
て
︑
分
か
っ
て
（
理
解
し
て
）
い
る
か
︒）

黄
金
妙
相
︒
著
衣
喫
飯
︒（﹁
明
瑞
﹂︑
一
二
五
頁
・
下
段
）

︿ 

黄
金
の
妙
相
︑
著
衣
喫
飯
な
り
︒﹀

（ 

黄
金
の
妙
相
（
妙
な
る
姿
を
し
た
仏
）
と
は
︑（
雲
水
が
）
衣
を

着
て
飯
を
食
べ
て
い
る
こ
と
（
日
常
の
こ
と
そ
の
も
の
）
だ
︒）

浄
慈
屋
裡
門
︒
浄
慈
屋
裡
開
︒（﹁
再
浄
﹂︑
一
二
六
頁
・
上
段
）

︿ 

浄
慈
屋
裡
の
門
︑
浄
慈
屋
裡
に
開
く
︒﹀

（ 

浄
慈
寺
の
中
の
山
門
は
︑
浄
慈
寺
の
内
側
に
開
い
て
い
る
︒）

一
齊
都
在
畫
圖
中
︒（﹁
天
﹂︑
一
二
七
頁
・
下
段
）

︿ 

一
斉
都
て
画
図
の
中
に
在
り
︒﹀

（ 

一
斉
は
す
べ
て
︑
画
図
の
中
に
収
ま
っ
て
い
る
︒）

　

以
上
︑
六
種
類
の
複
文
と
単
文
の
具
体
例
を
︑
分
類
別
・
寺
院
別
に
挙

げ
て
み
た
︒
そ
も
そ
も
︑
漢
文
を
書
き
下
し
文
と
し
て
理
解
し
︑
意
味
を

考
慮
し
て
和
文
と
同
様
に
分
類
す
る
こ
と
自
体
の
意
義
を
勘
案
す
る
べ
き

と
も
言
え
る
が
︑
敢
え
て
分
類
を
施
す
こ
と
を
試
み
た
︒
例
え
ば
︑
漢
文

の
文
法
的
要
素
を
反
映
す
る
と
︑﹁
不
惑
﹂
な
ら
ば
名
詞
的
な
扱
い
に
な

る
が
︑﹁
惑
わ
な
い
﹂
な
ら
動
詞
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
︑
判
断
が

極
め
て
難
し
く
な
る
︒
こ
れ
ら
の
判
断
に
つ
い
て
は
︑卍
山
本
系
版
本
（
参

考
文
献
の
中
野
達
慧
編
輯
本
）
に
施
さ
れ
た
返
り
点
等
々
を
参
考
に
筆
者

が
分
類
し
た
結
果
で
あ
る
︒
ま
た
︑
如
浄
禅
師
は
︑
漢
詩
に
も
長
け
て
い

る
た
め
︑
詩
文
に
関
し
て
は
︑
敢
え
て
一
句
を
一
文
章
と
見
做
し
た
︒
こ

れ
に
つ
い
て
は
︑
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
っ
て
い
る
と
言
え
る
が
︑
七
言

絶
句
・
五
言
絶
句
と
し
て
詩
の
形
態
を
取
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
韻
を

踏
ま
ず
に
散
文
と
し
て
表
現
し
て
い
る
文
も
散
見
さ
れ
る
た
め
︑
韻
を
踏

ん
で
漢
詩
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
文
章
で
は
一
句
一
文
章
に
す
る

こ
と
と
し
た
︒
こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
を
加
え
て
い
き
た

い
︒

二　
『
正
法
眼
蔵
』
と
『
如
浄
禅
師
語
録
』
の
構
文
の
比
較

　

続
い
て
︑﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄
の
中
か
ら
﹃
正
法
眼
蔵
﹄
に
引
用
さ
れ

て
い
る
構
文
を
比
較
し
て
み
る
︒
先
ず
︑
如
浄
が
住
持
と
し
て
最
初
に
入

山
し
た
住
建
康
府
清
涼
寺
語
録
︑
臘
八
（
十
二
月
八
日
）
上
堂
か
ら
︑

臘
八
上
堂
︒
瞿
曇
打
失
眼
睛
時
︒
雪
裏
梅
花
只
一
枝
︒
而
今
到
處
成

荊
棘
︒
却
笑
春
風
繚
亂
吹
︒（﹁
清
﹂︑﹃
大
正
蔵
﹄
四
八
巻
︑一
二
二
頁
・
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下
段
～
一
二
三
頁
・
上
段
）

︿ 
臘
八
上
堂
︒
瞿
曇
が
眼
睛
を
打
失
す
る
時
︒
雪
裏
に
梅
花
は
只
一

枝
︒
而
今
︑
到
る
處
に
荊
棘
と
成
る
︒
却
っ
て
笑
う
︑
春
風
の
繚

亂
と
し
て
吹
く
︒﹀

（ 

臘
八
（
釈
尊
成
道
日
）
の
上
堂
︒
釈
尊
が
眼
玉
を
打
ち
破
る
時
（
活

眼
を
開
い
て
得
悟
す
る
時
）︒
雪
の
中
に
は
梅
の
花
が
た
だ
一
枝

の
み
あ
る
︒
今
︑
至
る
所
に
茨
と
棘
ば
か
り
が
成
っ
て
い
る
︒
春

風
に
吹
か
れ
て
咲
き
乱
れ
る
中
で
微
笑
ん
で
い
る
︒）

　

同
じ
内
容
の
文
章
が
﹃
正
法
眼
蔵
﹄﹁
梅
華
﹂
の
巻
で
は
︑

先
師
古
仏
︑
上
堂
示
衆
云
︑
瞿
曇
打
失
眼
睛
時
︑
雪
裏
梅
華
只
一
枝
︑

而
今
到
処
成
荊
棘
︑
却
笑
春
風
繚
乱
吹
︒（
大
久
保
道
舟
編
﹃
道
元

禅
師
全
集
﹄
上
巻
（
以
下
﹃
大
久
保
本
﹄
と
略
す
）・
四
五
九
頁
︑﹃
本

山
版
訂
補
正
法
眼
蔵
﹄（
以
下
﹃
本
山
版
訂
補
﹄
と
略
す
）
七
〇
六
頁（
５
））

と
紹
介
し
て
い
る
が
︑如
浄
を
指
す
﹁
先
師
古
仏
﹂
の
言
葉
と
﹁
臘
八
上
堂
﹂

に
代
え
て
﹁
上
堂
示
衆
云
（
大
衆
（
雲
水
達
）
に
示
し
て
云
う
）﹂
と
記

載
し
て
い
る
以
外
は
全
く
同
文
で
あ
り
︑
両
者
と
も
構
文
的
に
は
七
言
絶

句
の
体
裁
で
あ
り
︑
如
浄
禅
師
が
四
句
と
し
て
区
切
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
︑
道
元
禅
師
は
四
句
を
続
け
て
肯
定
的
複
文
と
見
做
し
て
い
る
︒﹁
瞿

曇
の
眼
睛
を
打
失
す
る
時
﹂
に
つ
い
て
︑
道
元
禅
師
は
同
巻
の
中
で
続
け

て
︑﹁
い
ま
︑
こ
の
古
佛
の
法
輪
を
盡
界
の
最
極
に
轉
ず
る
︑
一
切
人
天

の
得
道
の
時
節
な
り
﹂
と
述
べ
︑
眼
睛
打
失
の
時
が
得
道
の
時
節
で
あ
る

と
し
て
い
て
︑﹁
雪
裏
の
梅
華
只
一
枝
﹂
を
﹁
雪
裏
の
梅
華
は
︑
一
現
の

曇
華
な
り
﹂
と
い
い
︑﹁
而
今
の
到
る
処
は
荊
棘
を
成
し
﹂
を
﹁
而
今
の

到
處
は
︑
山
河
大
地
な
り
﹂︑﹁
而
今
の
現
成
か
く
の
ご
と
く
な
る
︑
成
荊

棘
と
い
ふ
﹂
と
述
べ
︑さ
ら
に
﹁
却
っ
て
春
風
を
笑
い
繚
乱
が
吹
く
﹂
を
﹁
天

地
國
土
も
法
輪
に
轉
ぜ
ら
れ
て
活
鱍
鱍
地
な
り
﹂︑﹁
華
開
世
界
起
の
時
節
︑

す
な
は
ち
春
到
な
り
﹂
と
述
べ
て
︑
結
果
と
し
て
﹁
梅
華
﹂
が
如
来
の
眼

睛
だ
と
し
て
い
る
（﹃
大
久
保
本
﹄
四
五
八
～
四
六
二
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄

七
〇
六
～
七
一
一
頁
）︒
如
浄
の
言
葉
を
逐
次
完
全
に
和
文
に
置
き
換
え

て
い
る
訳
で
は
な
い
が
︑
随
所
で
丁
寧
に
和
文
の
説
明
で
補
っ
て
い
る
と

言
え
る
︒

　

次
に
︑
天
童
山
景
徳
寺
で
の
上
堂
で
は
︑

復
擧
記
得
︒
僧
問
百
丈
︒
如
何
是
奇
特
事
︒
百
丈
云
︒
獨
坐
大
雄
峯
︒

大
衆
不
得
動
著
︒
且
教
坐
殺
者
漢
︒
今
日
忽
有
人
問
淨
上
座
︒
如
何

是
奇
特
事
︒
只
向
佗
道
︒
有
甚
奇
特
︒
畢
竟
如
何
︒
淨
慈
鉢
盂
︒
移

過
天
童
喫
飯
︒（﹁
天
﹂︑
同
︑
一
二
七
頁
・
中
段
）

︿ 

復
た
挙
す
︒
記
得
す
︑僧
︑百
丈
に
問
う
︑如
何
が
是
れ
奇
特
の
事
︒

百
丈
云
く
︑
独
坐
大
雄
峯
な
り
︒
大
衆
動
著
す
る
こ
と
を
得
ざ
れ
︒

且
く
者
の
漢
を
坐
殺
せ
し
め
よ
︒
今
日
忽
ち
人
有
り
て
淨
上
座
に

問
う
︑
如
何
が
是
れ
奇
特
の
事
︒
只
︑
佗
に
向
っ
て
道
う
︑
甚
の

奇
特
か
有
ら
ん
︒
畢
竟
如
何
︒
淨
慈
の
鉢
盂
︑
天
童
に
移
過
し
て

喫
飯
す
︒﹀

（ 
ま
た
取
り
上
げ
た
︒
覚
え
て
い
る
こ
と
だ
が
︑
僧
が
百
丈
に
尋
ね

た
︑
奇
特
の
こ
と
と
は
何
か
︑
と
︒
百
丈
は
言
っ
た
︑
独
り
大
雄
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峰
に
坐
禅
す
る
こ
と
だ
︑
と
︒
雲
水
達
は
惑
わ
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
︒
さ
あ
︑
こ
の
漢
は
坐
わ
ら
せ
た
ま
ま
に
し
て
お
こ
う
︒
今
日
︑

突
然
︑
人
が
浄
上
座
に
尋
ね
た
︑
奇
特
の
こ
と
と
は
何
か
︑
と
︒

た
だ
彼
に
向
っ
て
言
お
う
︑（
何
も
）
奇
特
な
ど
有
る
も
の
か
︒

結
局
ど
う
い
う
こ
と
か
︒
浄
慈
の
鉢
盂
が
天
童
山
に
移
っ
て
来
て

飯
を
喰
う
︑
と
い
う
こ
と
だ
︒）

と
︑
述
べ
て
い
て
︑
道
元
禅
師
は
︑
こ
れ
に
対
し
て
﹃
正
法
眼
蔵
﹄﹁
家
常
﹂

の
巻
で
は
︑

先
師
古
佛
︑示
衆
曰
︑記
得
︑僧
問
百
丈
︑如
何
是
奇
特
事
︒
百
丈
曰
︑

獨
坐
大
雄
峯
︒
大
衆
不
得
動
著
︑
且
教
坐
殺
者
漢
︒
今
日
忽
有
人
問

淨
上
座
︑
如
何
是
奇
特
事
︒
只
向
他
道
︑
有
甚
奇
特
事
︒
畢
竟
如
何
︒

淨
慈
鉢
盂
︑
移
過
天
童
喫
飯
︒（﹃
大
久
保
本
﹄
四
九
九
頁
︑﹃
本
山

版
訂
補
﹄
七
七
一
頁
）

と
紹
介
し
て
い
る
︒
語
句
の
違
い
は
︑
前
段
同
様
に
﹁
先
師
古
仏
﹂
の
言

葉
等
の
ほ
か
に
﹁
有
甚
奇
特
﹂
に
﹁
事
﹂（　

で
示
す
）
が
加
筆
さ
れ
て

い
る
が
︑﹁
何
も
奇
特
な
ど
あ
る
も
の
か
﹂
に
対
し
て
﹁
何
も
奇
特
の
事

な
ど
あ
る
も
の
か
﹂
と
な
り
︑
内
容
的
に
も
構
文
的
に
も
違
い
は
な
い
と

言
え
る
︒
続
い
て
和
文
の
説
明
で
は
︑

佛
祖
の
家
常
に
︑
か
な
ら
ず
奇
特
事
あ
り
︑
い
は
ゆ
る
独
坐
大
雄
峰

な
り
︒
い
ま
坐
殺
者
漢
せ
し
む
る
に
あ
ふ
と
も
︑
な
ほ
こ
れ
奇
特
事

な
り
︒
さ
ら
に
か
れ
よ
り
も
奇
特
な
る
あ
り
︑
い
は
ゆ
る
浄
慈
鉢
盂

移
過
天
童
喫
飯
な
り
︒
奇
特
事
は
︑
條
條
面
面
み
な
喫
飯
な
り
︒
し

か
あ
れ
ば
︑
独
坐
大
雄
峰
︑
す
な
は
ち
こ
れ
喫
飯
な
り
︒
鉢
盂
は
喫

飯
用
な
り
︑
喫
飯
用
は
鉢
盂
な
り
︒
こ
の
ゆ
ゑ
に
︑
浄
慈
鉢
盂
な
り
︑

天
童
喫
飯
な
り
︒
飽
了
知
飯
あ
り
︑喫
飯
了
飽
あ
り
︑知
了
飽
飯
あ
り
︑

飽
了
更
喫
飯
あ
り
︒（
同
上
︑
同
上
七
七
一
～
七
七
二
頁
）

と
記
し
て
い
る
（
波
線
は
筆
者
）︒

　

如
浄
の
漢
文
で
は
︑﹁
奇
特
の
事
﹂
と
は
﹁
独
坐
大
雄
峰
﹂
で
あ
り
︑﹁
浄

慈
鉢
盂
移
過
天
童
喫
飯
﹂
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
︑
道
元
禅
師
が
語
る

奇
特
の
こ
と
と
は
︑
一
人
す
る
坐
禅
の
こ
と
で
あ
り
︑
そ
れ
が
す
な
わ
ち

鉢
盂
で
喫
飯
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
訳
で
︑
常
々

の
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
﹁
茶
碗
で
飯
を
喰
う
﹂
が
正
に
奇
特
の
こ
と
︑

優
れ
た
こ
と
だ
と
説
明
し
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑漢
文
で
は﹁
体
言
止
め
﹂

も
含
め
た
名
詞
句
で
単
文
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
構
文
を
説
明

的
な
複
文
（
右
記
の
波
線
）
で
表
現
し
て
い
る
と
言
え
る
︒

　

最
後
に
︑
偈
頌
か
ら

通
身
是
口
掛
虚
空
︒
不
管
東
西
南
北
風
︒
一
等
與
渠
談
般
若
︒
滴
丁

東
了
滴
丁
東
︒（
同
︑
一
三
二
頁
・
中
段
）

︿ 

通
身
是
れ
口
︑
虚
空
に
掛
く
︒
東
西
南
北
の
風
に
管
ぜ
ず
︒
一
等

に
渠
の
與た
め

に
︑
般
若
を
談
ず
︒
滴
丁
東
了
滴
丁
東
︒﹀

（ （
風
鈴
は
）
こ
れ
全
身
が
口
と
な
り
虚
空
に
掛
っ
て
い
る
︒
東
西

南
北
の
風
に
関
与
し
な
い
︒
同
様
に
彼
の
た
め
に
般
若
を
談
ず
る
︒

滴
丁
東
了
滴
丁
東
（
チ
チ
ン
︑
ト
ウ
レ
ウ
︑
チ
チ
ン
ト
ウ
）︒）

　

こ
の
文
章
は
︑﹃
正
法
眼
蔵
﹄
で
は
︑﹁
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
﹂
で
引
用
さ



一
七
四

『
正
法
眼
蔵
』
と
漢
籍
仏
典
と
の
構
文
表
現
の
比
較
（
藤
川
）

れ
て
い
る
︒

先
師
古
仏
云
︑
渾
身
似
口
掛
虚
空
︑
不
問
東
西
南
北
風
︑
一
等
爲
他

談
般
若
︑
滴
丁
東
了
滴
丁
東
︒

こ
れ
佛
祖
嫡
嫡
の
談
般
若
な
り
︒
渾
身
般
若
な
り
︑
渾
佗
般
若
な
り
︑

渾
自
般
若
な
り
︑
渾
東
西
南
北
般
若
な
り
︒（﹃
大
久
保
本
﹄
一
二
頁
︑

﹃
本
山
版
訂
補
﹄
一
一
頁
）

と
述
べ
て
︑語
句
の
差
違
は
︑﹁
通
身
﹂
が
﹁
渾
身
﹂
と
な
っ
て
お
り
︑﹁
是
﹂

が
﹁
似
﹂
に
﹁
管
﹂
が
﹁
問
﹂
に
︑﹁
與
渠
﹂
が
﹁
為
他
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒

意
味
と
し
て
は
︑例
え
ば
︑﹁
通
﹂
も
﹁
渾
﹂
も
副
詞
と
し
て
の
意
味
は
﹁
全

て
﹂
で
あ
り
大
差
は
な
い
が
︑動
詞
の
意
味
で
考
え
る
と
﹁
通
身
﹂
は
﹁
遮

ら
れ
る
こ
と
な
く
全
身
に
﹂
で
﹁
渾
身
﹂
は
﹁
合
わ
さ
っ
て
一
体
と
な
っ

た
全
身
﹂
と
な
る
た
め
﹁
身
﹂
を
化
和
合
と
捉
え
て
示
し
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
︒
今
回
は
構
文
と
し
て
の
分
類
検
証
に
重
点
を
置
く
た

め
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
の
意
味
と
し
て
の
違
い
が
構
文
へ
の
影
響
を
及
ば

さ
な
い
（
副
詞
が
副
詞
に
︑
動
詞
が
動
詞
に
︑
接
続
詞
が
接
続
詞
に
（
為

は
與
と
同
じ
用
法
で
も
あ
る
）︑
名
詞
が
名
詞
に
）
の
で
構
文
と
し
て
は

同
等
と
判
断
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
波
線
で
示
し
た
よ
う
に
︑
風
鈴
は
般

若
（
智
慧
・
虚
空
）
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
︑﹁
全
身
﹂
で
︑﹁
全
他
﹂

で
﹁
全
自
﹂
で
︑
そ
し
て
﹁
全
東
西
南
北
（
＝
尽
界
）
の
風
に
拘
わ
ら
ず
﹂

語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
︑
般
若
が
仏
の
︑
仏
法
の
真
理
の
現
れ
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒
従
っ
て
道
元
禅
師
は
︑
こ
こ
で
も
如
浄

禅
師
の
偈
頌
へ
の
理
解
を
促
す
た
め
に
︑
言
葉
を
換
え
て
複
文
と
し
て
繰

り
返
し
説
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒

三　

そ
の
他
の
宋
時
代
語
録
と
の
構
文
の
比
較 

　

前
章
で
﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄
の
中
か
ら
﹃
正
法
眼
蔵
﹄
に
引
用
さ
れ
て

い
る
語
録
を
検
証
し
た
よ
う
に
︑
宋
時
代
の
他
の
禅
師
の
語
録
の
中
か
ら

道
元
禅
師
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
た
構
文
を
と
り
あ
げ
て
比
較
・
検
証
を
加

え
て
み
る
︒

　

ま
ず
︑﹃
景
徳
伝
燈
録
﹄
で
は
︑
大
鑑
慧
能
（
六
三
八
～
七
一
三
）
の

章
か
ら
︑

遇
印
宗
法
師
於
法
性
寺
講
涅
槃
經
︒
師
寓
止
廊
廡
間
︒
暮
夜
風
颺
刹

幡
︒
聞
二
僧
對
論
︒
一
云
幡
動
︒
一
云
風
動
︒
往
復
酬
答
未
曾
契
理
︒

師
曰
︒
可
容
俗
流
輒
預
高
論
否
︒
直
以
風
幡
非
動
動
自
心
耳
︒（﹃
大

正
蔵
﹄
第
五
一
巻
︑
二
三
五
頁
・
下
段
）

︿ 

印
宗
法
師
の
法
性
寺
に
於
い
て
涅
槃
経
を
講
ず
る
に
遇
す
︒
師
︑

止
廊
廡
間
に
寓
す
る
︒
暮
夜
︑
風
が
刹
幡
を
颺
げ
た
︒
二
僧
の
対

論
を
聞
く
︒
一
云
く
幡
動
ぜ
り
︒
一
云
く
風
動
ぜ
り
︒
往
復
酬
答

し
て
︑
未
だ
曽
て
理
に
契
わ
ず
︒
師
曰
く
︑
俗
流
が
輒
ち
高
論
に

預
か
る
を
容
す
可
き
や
否
や
︒
直
に
風
幡
を
以
て
動
く
に
非
ず
︑

自
ら
の
心
を
動
ず
る
の
み
︒﹀

（ 
印
宗
法
師
の
法
性
寺
で
涅
槃
経
を
講
ず
る
の
に
遭
遇
し
た
︒
師
は

止
廊
廡
間
に
泊
ま
っ
て
い
た
︒
暮
夜
︑
風
が
寺
の
幡
を
吹
き
上
げ

た
︒
二
人
の
僧
が
対
論
す
る
の
を
聞
く
︒
一
人
は
幡
が
動
い
た
と
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云
う
︒
も
う
一
人
は
風
が
動
い
た
と
云
う
︒
問
答
の
応
酬
が
続
き
︑

な
か
な
か
決
着
が
着
か
な
い
︒
師
は
俗
人
（
私
︑
慧
能
）
が
す
み

や
か
に
高
尚
な
議
論
に
参
加
し
て
よ
い
か
ど
う
か
︑と
（
尋
ね
た
）︒

す
ぐ
に
風
や
幡
が
動
く
の
で
は
な
く
自
身
の
心
が
動
い
て
い
る
だ

け
だ
︑
と
言
っ
た
︒）

こ
れ
に
対
し
て
︑﹃
正
法
眼
蔵
﹄
で
は
﹁
恁
麼
﹂
の
巻
で
︑

第
三
十
三
祖
大
鑑
禅
師
︑
未
剃
髪
の
と
き
︑
廣
州
法
性
寺
に
宿
す
る

に
︑
二
僧
あ
り
て
相
論
す
る
に
︑
一
僧
い
は
く
︑
幡
の
動
ず
る
な
り
︒

一
僧
い
は
く
風
の
動
ず
る
な
り
︒
か
く
の
ご
と
く
相
論
往
来
し
て
休

歇
せ
ざ
る
に
︑
六
祖
い
は
く
︑
風
動
に
あ
ら
ず
︑
幡
動
に
あ
ら
ず
︑

仁
者
心
動
な
り
︒（﹃
大
久
保
本
﹄
一
六
五
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄

二
五
六
頁
）

と
記
し
て
い
て
︑﹃
正
法
眼
蔵
﹄
で
は
波
線
の
部
分
が
一
つ
の
展
開
的
複

文
で
あ
る
の
に
対
し
て
︑﹃
景
徳
伝
燈
録
﹄
の
慧
能
章
で
は
単
文
と
複
文

に
分
割
さ
れ
て
い
る
︒

　

次
に
︑
鳥
窠
道
林
（
七
四
一
～
八
二
四
）
の
章
か
ら
︑

又
問
如
何
是
佛
法
大
意
︒
師
曰
︒
諸
惡
莫
作
衆
善
奉
行
︒
白
曰
︒

三
歳
孩
兒
也
解
恁
麼
道
︒
師
曰
︒
三
歳
孩
兒
雖
道
得
︒
八
十
老
人

行
不
得
︒（﹃
大
正
蔵
﹄
第
五
一
巻
︑
二
三
〇
頁
・
中
段
）

︿ 

又
問
う
︑
如
何
が
是
れ
仏
法
の
大
意
︒
師
曰
く
︑
諸
惡
莫
作
衆
善

奉
行
︒
白
曰
く
︑
三
歳
孩
兒
︑
恁
麼
に
解
す
れ
ば
道
う
︒
師
曰
く
︑

三
歳
孩
兒
道
得
す
と
雖
も
︑
八
十
の
老
人
も
行
ず
る
を
得
ず
︒﹀

（ 

又
問
う
た
︑
如
何
な
る
か
是
れ
仏
法
の
大
意
と
は
︒
師
曰
く
︑
諸

悪
莫
作
︑
衆
善
奉
行
な
り
︑
と
︒
白
曰
く
︑
三
歳
の
幼
児
で
も
そ

の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
道
え
る
だ
ろ
う
︒
師
曰
く
︑
三
歳
の
幼
児

が
道
い
得
る
と
は
い
っ
て
も
八
十
の
老
人
で
も
行
ず
る
こ
と
は
難

し
い
︑
と
︒）

　

同
様
に
﹃
正
法
眼
蔵
﹄﹁
諸
悪
莫
作
﹂
の
巻
で
は
︑

ち
な
み
に
居
易
と
ふ
︑如
何
是
仏
法
大
意
︒
道
林
い
は
く
︑諸
悪
莫
作
︑

衆
善
奉
行
︒
居
易
い
は
く
︑
も
し
恁
麼
に
て
あ
ら
ん
は
︑
三
歳
の
孩

児
も
道
得
な
ら
ん
︒
道
林
い
は
く
︑
三
歳
孩
児
縦
道
得
︑
八
十
老
翁

行
不
得
な
り
︒（﹃
大
久
保
本
﹄
二
八
二
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄
四
三
〇

頁
）

と
記
し
て
い
る
︒
さ
ら
に
続
け
て
︑
白
居
易
の
詩
仙
と
し
て
の
才
能
を
評

価
す
る
も
の
の
仏
道
で
は
初
心
で
あ
る
た
め
に
︑﹁
三
歳
の
孩
児
も
道
得

な
ら
ん
﹂
と
発
し
て
い
る
の
だ
と
す
る
︒
道
林
の
言
葉
に
道
元
禅
師
は
︑

さ
ら
に
説
明
を
加
え
て
︑

も
し
三
歳
の
孩
児
を
し
ら
ん
も
の
は
︑
三
世
諸
佛
を
も
し
る
べ
し
︒

い
ま
だ
三
世
諸
佛
を
し
ら
ざ
ら
ん
も
の
︑
い
か
で
か
三
歳
の
孩
児
を

し
ら
ん
︒（﹃
大
久
保
本
﹄
二
八
三
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄
四
三
二
頁
）

い
ふ
こ
こ
ろ
は
︑
三
歳
の
孩
児
に
道
得
の
こ
と
ば
あ
り
︑
こ
れ
を
よ

く
よ
く
參
究
す
べ
し
︒
八
十
の
老
翁
に
行
不
得
の
道
あ
り
︑
よ
く
よ

く
功
夫
す
べ
し
︒（﹃
大
久
保
本
﹄
二
八
四
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄

四
三
三
頁
）
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と
述
べ
て
︑﹁
三
歳
孩
兒
雖
道
得
︒
八
十
老
人
行
不
得
︒﹂
の
言
葉
に
つ
い

て
具
体
的
な
解
説
と
共
に
︑
言
葉
を
補
っ
て
説
明
し
て
い
る
︒

　

続
い
て
︑
宏
智
禅
師
の
﹃
宏
智
禅
師
広
録
﹄
第
二
巻
か
ら
は
︑

頌
曰
︑
一
尺
水
一
丈
波
︒
五
百
生
前
不
奈
何
︒
不
落
不
昧
商
量
也
︒

依
前
撞
入
葛
藤
窠
︒
阿
呵
呵
會
也
麼
︒
若
是
爾
灑
灑
落
落
︒
不
妨
我

哆
哆
和
和
︒
神
歌
社
舞
自
成
曲
︒
拍
手
其
間
唱
哩
囉
︒（﹃
大
正
蔵
﹄

第
四
八
巻
︑
一
九
頁
・
上
段
）

︿ 

頌
曰
く
︑
一
尺
の
水
︑
一
丈
の
波
︒
五
百
生
前
︑
奈
何
せ
ず
︒
不

落
不
昧
は
商
量
な
り
︒
依
前
と
し
て
葛
藤
窠
に
撞
入
す
︒
阿
呵
呵
︒

会
す
や
ま
た
麼
し
や
︒
若
し
是
れ
爾
︑
灑
灑
落
落
す
れ
ば
︒
我
が

哆
哆
和
和
を
妨
げ
ず
︒
神
歌
社
舞
︑
自
ら
曲
を
成
す
︒
拍
手
︑
其

の
間
に
哩
囉
と
唱
う
︒﹀

（
頌
に
曰
う
と
こ
ろ
で
は
︑
一
尺
の
水
︑
一
丈
の
波
︒
五
百
生
よ
り

前
は
︑
い
か
ん
と
も
で
き
な
い
︒
不
落
不
昧
は
商
量
（
分
別
）
で

あ
る
︒
依
然
と
し
て
葛
藤
の
巣
穴
に
入
る
だ
け
だ
︒
阿
呵
呵
（
あ

は
は
）︒
分
か
っ
た
か
︑
ど
う
か
︒
も
し
是
れ
汝
が
執
ら
わ
れ
な

け
れ
ば
︑
私
は
哆
哆
和
和
（
た
た
わ
わ
）
と
い
う
だ
け
だ
︒
神
歌

社
舞
を
自
ら
曲
を
成
し
︑
拍
手
の
其
の
間
に
リ
ラ
と
合
い
の
手
を

唱
う
︒）

　

こ
れ
に
対
し
て
︑﹃
正
法
眼
蔵
﹄﹁
深
信
因
果
﹂
の
巻
に
お
い
て
は
︑

宏
智
古
佛
︑
か
み
の
因
果
を
頌
古
す
る
に
い
は
く
︑
一
尺
水
一
丈
波
︑

五
百
生
前
不
奈
何
︒不
落
不
昧
商
量
也
︑依
前
撞
入
葛
藤
窠
︒何
呵
呵
︒

會
也
麼
︒若
是
你
灑
灑
落
落
︑不
妨
我
哆
哆
和
和
︒神
歌
社
舞
自
成
曲
︑

拍
手
其
間
唱
哩
囉
︒（﹃
大
久
保
本
﹄
六
七
九
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄

一
〇
二
七
～
一
〇
二
八
頁
）

と
同
文
を
引
用
し
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑
七
言
絶
句
の
第
三
句
と
第
四
句

の
﹁
不
落
不
昧
商
量
也
︒
依
前
撞
入
葛
藤
窠
︒﹂
の
部
分
を
単
文
で
は
な

く
二
文
を
繋
げ
て
複
文
と
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
漢
詩
の
部
分
（
波
線
部
）

全
体
を
道
元
禅
師
は
単
文
の
四
文
か
ら
意
味
を
考
え
て
直
訳
と
同
様
に
︑

展
開
的
複
文
と
肯
定
的
複
文
の
二
文
に
ま
と
め
て
い
る
と
言
え
る
︒

四　
『
正
法
眼
蔵
』
と
『
如
浄
禅
師
語
録
』
と
の
展
開
的
複
文

お
よ
び
言
い
換
え
に
よ
る
複
文
の
比
較

　

複
文
と
単
文
の
両
者
の
差
異
は
︑
こ
れ
ま
で
検
証
し
て
き
た
通
り
で
あ

る
が
︑
具
体
的
な
内
容
の
比
較
を
行
う
た
め
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
さ

ら
に
い
く
例
か
引
用
し
て
み
よ
う
︒
こ
れ
ら
は
︑
両
者
の
複
文
の
中
で
も

文
章
量
が
比
較
的
多
く
︑
さ
ら
に
︑
複
雑
な
傾
向
︱
﹁
展
開
的
複
文
﹂
に

分
類
さ
れ
る
︑
述
語
が
肯
定
文
と
否
定
文
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
も
の
︱

が
強
い
文
章
を
選
ん
で
い
る
︒

　
﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄
の
複
文
の
中
か
ら
選
ん
で
み
る
と
︑

未
免
犯
太
平
水
草
︒破
清
涼
田
地
︒深
栽
荊
棘
遍
布
蒺

︒（﹁
清
﹂︑﹃
大

正
蔵
﹄
第
四
八
巻
一
二
一
頁
・
下
段
）

︿ 
未
だ
免
れ
ず
︑
太
平
の
水
草
を
犯
し
︑
清
涼
の
田
地
を
破
り
︑
深

く
荊
棘
を
栽
え
︑
遍
く
蒺

を
布
く
こ
と
を
︒﹀



一
七
七

『
正
法
眼
蔵
』
と
漢
籍
仏
典
と
の
構
文
表
現
の
比
較
（
藤
川
）

（ 
未
だ
︑
太
平
の
水
草
を
犯
し
︑
清
涼
の
田
地
を
破
り
︑
深
く
荊
棘

を
栽
え
︑
遍
く
蒺

を
布
く
こ
と
を
や
ら
ず
に
す
ま
す
訳
に
は
い

か
な
い
︒）

と
あ
り
︑
こ
れ
ら
は
︑
述
語
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
と
︑﹁
否
定
＋
肯
定
︑

肯
定
︑
肯
定
＋
肯
定
﹂
で
構
成
さ
れ
て
い
る
︒
続
い
て
︑

雖
然
如
是
且
道
︒
垂
手
那
邊
一
句
︒
又
作
麼
生
︒（﹁
清
﹂︑
同
本

一
二
二
頁
・
下
段
）

︿ 

然
り
と
雖
も
是
の
如
し
︑
且
く
道
え
︑
手
を
那
辺
に
垂
れ
る
一
句
︑

又
︑
作
麼
生
︒﹀

（ 

そ
う
で
は
あ
る
が
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
︑
ひ
と
ま
ず
道
っ
て
み
よ
︑

（
大
衆
に
）
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
導
く
一
句
︑
さ
て
︑
ど
う

い
う
も
の
か
︒）

と
あ
り
︑
こ
れ
ら
は
︑
述
語
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
と
︑﹁
肯
定
＋
肯
定

＋
命
令
︑
肯
定
︑
疑
問
﹂
で
構
成
さ
れ
て
い
る
︒

擧
拂
子
云
︒
大
衆
向
者
裡
看
︒
朗
朗
晴
空
呑
八
極
︒（﹁
清
﹂︑
同
本

一
二
三
頁
・
上
段
）

︿ 

払
子
を
挙
し
て
云
く
︑
大
衆
は
者
裡
に
向
か
い
て
看
よ
︑
朗
朗
た

る
晴
空
︑
八
極
を
呑
む
︒﹀

（ 

払
子
を
挙
げ
て
云
う
︑
大
衆
は
こ
れ
に
向
か
っ
て
看
な
さ
い
︑
晴

れ
渡
っ
た
青
空
が
︑
四
方
八
方
を
呑
み
尽
く
し
て
い
る
︒）

と
あ
り
︑
こ
れ
ら
は
︑﹁
肯
定
＋
肯
定
︑
肯
定
＋
命
令
︑
肯
定
＋
肯
定
﹂

で
構
成
さ
れ
て
い
る
︒

正
當
恁
麼
且
道
︒
不
立
功
勳
一
句
︒
如
何
大
家
頭
上
添
灰
土
︒（﹁
台

瑞
﹂︑
同
本
一
二
三
頁
・
中
段
）

︿ 

正
當
恁
麼
の
と
き
且
く
道
え
︑
功
勲
を
立
せ
ざ
る
一
句
と
は
︑
如

何
ん
︒
大
家
頭
上
に
灰
土
を
添
え
る
︒﹀

（ 

正
に
こ
の
よ
う
な
と
き
︑
さ
あ
道
い
な
さ
い
︑
功
勲
を
立
て
な
い

一
句
と
は
︑
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
︒
大
家
（
知
事
）
が

頭
の
上
に
灰
土
を
被
る
こ
と
だ
︒）

で
︑
述
語
の
構
成
は
︑﹁
命
令
︑
否
定
︑
疑
問
︑
肯
定
﹂
で
あ
る
︒

以
拂
子
打
圓
相
云
︒
看
畫
作
一
道
神
符
︒
向
鬼
門
上
貼
︒（﹁
浄
﹂︑

同
本
一
二
四
頁
・
上
段
）

︿ 

払
子
以
て
円
相
を
打
し
て
云
く
︑
看
よ
︑
一
道
の
神
符
を
画
き
作

し
て
︑
鬼
門
上
に
向
か
い
て
貼
る
︒﹀

（ 

払
子
で
円
相
を
描
い
て
云
っ
た
︑
看
な
さ
い
︑
一
枚
の
お
守
り
札

を
画
い
て
作
し
︑
鬼
門
の
上
に
向
か
っ
て
貼
る
︒）

で
︑
こ
れ
ら
は
︑﹁
肯
定
＋
肯
定
︑
命
令
＋
肯
定
＋
肯
定
︑
肯
定
＋
肯
定
﹂

で
あ
る
︒

忽
有
箇
漢
出
來
道
︒
爭
似
春
眠
不
覺
曉
︒
落
花
處
處
聞
啼
鳥
︒
又
且

如
何
︒（﹁
浄
﹂︑
同
本
一
二
四
頁
・
中
～
下
段
）

︿ 
忽
ち
箇
の
漢
有
り
て
出
来
し
て
道
う
︑
争
で
か
似
ん
春
眠
曉
を
覚

え
ず
︑
落
花
処
々
に
啼
鳥
を
聞
か
ん
に
は
︒
又
且
く
如
何
︒﹀

（ 
突
然
︑
一
人
の
男
が
あ
っ
て
出
て
来
て
道
っ
た
︑
ど
の
よ
う
に
似

て
い
る
の
か
春
眠
曉
を
覚
え
ず
と
︑
落
花
が
至
る
処
に
（
あ
っ
て
）
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鳥
が
啼
く
の
を
聞
く
と
い
う
の
で
は
︑
と
︒
又
︑
さ
あ
︑
ど
う
で

あ
る
か
︒）

で
は
︑
述
語
の
構
成
は
︑﹁
肯
定
＋
肯
定
＋
肯
定
︑
疑
問
＋
否
定
︑
肯
定

＋
疑
問
︑
疑
問
﹂
で
あ
る
︒

呈
起
云
︒
看
︒
衲
僧
頂
戴
奉
行
︒
鼻
孔
機
先
證
據
︒（﹁
再
浄
﹂︑
同

本
一
二
六
頁
・
上
段
）

︿ 

呈
起
し
て
云
く
︑
看
よ
︑
衲
僧
は
頂
戴
奉
行
し
︑
鼻
孔
は
機
先
に

証
拠
す
︒﹀

（ 

呈
示
し
て
云
う
に
は
︑
看
な
さ
い
︑
衲
僧
は
頂
戴
し
奉
行
し
て
︑

鼻
孔
（
本
来
の
面
目
）
は
兆
し
に
先
じ
て
明
ら
か
に
す
る
︑
と
︒）

で
は
︑
述
語
の
構
成
は
︑﹁
肯
定
＋
肯
定
︑
命
令
︑
肯
定
︑
肯
定
﹂
で
あ
る
︒

忽
有
人
問
天
童
多
少
衆
︒
但
向
他
道
︒（﹁
天
﹂︑
同
本
一
二
七
頁
・

下
段
）

︿ 

忽
ち
人
有
り
て
︑
天
童
に
多
少
の
衆
か
と
問
わ
ば
︑
但
だ
他
に
向

か
い
て
道
う
︒﹀

（ 

突
然
︑
人
が
あ
っ
て
︑
天
童
に
多
少
（
ど
の
く
ら
い
）
の
衆
か
と

尋
ね
た
な
ら
ば
︑
但
だ
彼
に
向
か
っ
て
答
え
よ
う
︒）

で
は
︑
述
語
の
構
成
は
︑﹁
肯
定
︑
疑
問
︑
肯
定
＋
肯
定
﹂
で
あ
る
︒

以
拂
子
作
彎
橋
勢
云
︒
看
︒
依
稀
金
磴
闊
︒
彷
彿
彩
虹
彎
︒（﹁
天
﹂︑

同
本
一
二
八
頁
・
上
段
）

︿ 

払
子
を
以
て
彎わ
ん
き
ょ
う橋の
勢
を
作
し
て
云
く
︑
看
よ
︑
金
磴
の
闊
に
依

稀
た
り
︑
彩
虹
の
彎
に
彷
彿
た
り
︒﹀

（ 

払
子
で
弓
な
り
に
曲
っ
た
橋
の
様
子
を
作
っ
て
云
う
に
は
︑
看
な

さ
い
︑
金
磴
（
石
橋
）
の
闊
に
似
て
い
る
よ
う
で
︑
彩
虹
の
弓
な

り
に
も
似
て
い
る
︑
と
︒）

で
は
︑
述
語
の
構
成
は
︑﹁
肯
定
＋
肯
定
︑
命
令
︑
肯
定
︑
肯
定
﹂
と
な
っ

て
い
る
︒

　

以
上
の
通
り
︑
展
開
的
複
文
に
お
い
て
比
較
的
複
雑
な
文
章
を
選
ん
で

み
た
が
︑
こ
れ
ら
の
文
章
は
︑
述
語
が
﹁
肯
定
﹂︑﹁
否
定
﹂︑﹁
疑
問
﹂︑﹁
命

令
﹂
が
数
種
類
ず
つ
混
在
し
た
複
文
で
あ
る
︒

対
し
て
︑﹃
正
法
眼
蔵
﹄
で
は
︑

い
ふ
と
こ
ろ
は
︑
佛
法
は
い
か
に
あ
る
こ
と
と
も
し
ら
ず
︑
さ
き
よ

り
聞
取
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
︑
し
た
ふ
に
あ
ら
ず
︑
ね
が
ふ
に
あ
ら

ざ
れ
ど
も
︑
聞
法
す
る
に
恩
を
か
ろ
く
し
身
を
わ
す
る
る
は
︑
有
智

の
身
心
す
で
に
自
己
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
︑
し
か
あ
ら
し
む
る
な

り
︑
こ
れ
を
即
能
信
解
と
い
ふ
︒（﹁
恁
麼
﹂︑﹃
大
久
保
本
﹄
一
六
六

～
一
六
七
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄
二
五
八
頁
）

こ
れ
は
︑﹁
肯
定
︑
肯
定
＋
否
定
︑
肯
定
＋
否
定
︑
肯
定
＋
否
定
︑
肯
定

＋
否
定
︑
肯
定
︑
肯
定
＋
肯
定
︑
否
定
︑
肯
定
︑
肯
定
﹂
で
構
成
さ
れ
お
り
︑

次
で
はし

か
あ
る
に
︑
不
聞
佛
法
の
愚
癡
の
た
ぐ
ひ
お
も
は
く
は
︑
わ
れ
は

大
比
丘
な
り
︑
年
少
の
得
法
を
拜
す
べ
か
ら
ず
︑
わ
れ
は
久
修
練
行

な
り
︑
得
法
の
晩
學
を
拜
す
べ
か
ら
ず
︑
わ
れ
は
師
號
に
署
せ
り
︑

師
號
な
き
を
拜
す
べ
か
ら
ず
︑
わ
れ
は
法
務
司
な
り
︑
得
法
の
餘
僧
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を
拜
す
べ
か
ら
ず
︑
わ
れ
は
僧
正
司
な
り
︑
得
法
の
俗
男
俗
女
を
拜

す
べ
か
ら
ず
︑
わ
れ
は
三
賢
十
聖
な
り
︑
得
法
せ
り
と
も
比
丘
尼
等

を
禮
拜
す
べ
か
ら
ず
︑
わ
れ
は
帝
胤
な
り
︑
得
法
な
り
と
も
臣
家
相

門
を
拜
す
べ
か
ら
ず
︑
と
い
ふ
︒（﹁
礼
拝
得
髓
﹂︑﹃
大
久
保
本
﹄

二
四
七
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄
三
七
九
頁
）

こ
の
文
章
は
︑﹁
肯
定
︑
肯
定
︑
否
定
︑
肯
定
︑
否
定
︑
肯
定
︑
否
定
＋

否
定
︑
肯
定
︑
否
定
︑
肯
定
︑
否
定
︑
肯
定
︑
肯
定
＋
否
定
︑
肯
定
︑
肯

定
＋
否
定
︑
肯
定
﹂
と
な
る
︒
次
に

し
か
あ
る
に
︑
一
類
の
狗
子
あ
り
︑
尊
宿
の
ほ
と
り
に
法
語
・
頂
相

等
を
懇
請
し
て
︑
か
く
し
た
く
は
ふ
る
こ
と
あ
ま
た
あ
る
に
︑
晩
年

に
お
よ
む
で
︑
官
家
に
陪
錢
し
一
院
を
討
得
し
て
住
持
職
に
補
す
る

と
き
は
︑法
語
・
頂
相
の
師
に
嗣
法
せ
ず
︑當
代
の
名
譽
の
と
も
が
ら
︑

あ
る
い
は
王
臣
に
親
附
な
る
長
老
等
に
嗣
法
す
る
と
き
は
︑
得
法
を

と
は
ず
︑
名
譽
を
む
さ
ぼ
る
の
み
な
り
︒（﹁
嗣
書
﹂︑﹃
大
久
保
本
﹄

三
四
一
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄
五
一
七
～
五
一
八
頁
）

で
は
︑﹁
肯
定
︑
肯
定
︑
肯
定
＋
肯
定
＋
肯
定
︑
肯
定
︑
肯
定
＋
肯
定
＋

肯
定
︑
否
定
︑
肯
定
＋
肯
定
︑
否
定
︑
肯
定
﹂
と
な
り
︑

し
か
あ
れ
ば
し
る
べ
し
︑
佛
法
の
正
命
を
正
命
と
せ
る
祖
師
は
︑
五

宗
の
家
門
あ
る
と
か
つ
て
い
は
ざ
る
な
り
︒（﹁
仏
道
﹂︑﹃
大
久
保
本
﹄

三
八
二
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄
五
九
〇
頁
）

で
は
︑﹁
命
令
︑
肯
定
︑
肯
定
＋
否
定
﹂
の
構
成
で
︑

説
法
は
佛
祖
の
理
し
き
た
る
と
の
み
參
學
す
る
こ
と
な
か
れ
︑
佛
祖

は
説
法
に
理
せ
ら
れ
き
た
る
な
り
︒（﹁
無
情
説
法
﹂︑﹃
大
久
保
本
﹄

三
九
七
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄
六
一
四
頁
）

で
は
︑﹁
肯
定
＋
肯
定
＋
禁
止
︑
肯
定
﹂
と
な
る
︒

杜
撰
に
む
か
ふ
て
い
ふ
べ
し
︑
な
ん
じ
が
い
ふ
が
ご
と
く
︑
佛
經
も

し
な
げ
す
つ
べ
く
は
︑
佛
心
も
な
げ
す
つ
べ
し
︑
佛
身
も
な
げ
す
つ

べ
し
︑
佛
身
心
な
げ
す
つ
べ
く
は
︑
佛
子
な
げ
す
つ
べ
し
︑
佛
子
な

げ
す
つ
べ
く
は
︑
佛
道
な
げ
す
つ
べ
し
︑
佛
道
な
げ
す
つ
べ
く
は
︑

祖
道
な
げ
す
て
ざ
ら
ん
や
︑
佛
道
・
祖
道
と
も
に
な
げ
す
て
ば
︑
一

枚
の
禿
子
の
百
姓
な
ら
ん
︑
た
れ
か
な
ん
ぢ
の
喫
棒
の
分
な
し
と
い

は
ん
︑
た
だ
王
臣
の
驅
使
の
み
に
あ
ら
ず
︑
閻
老
の
せ
め
あ
る
べ
し
︒

（﹁
仏
経
﹂︑﹃
大
久
保
本
﹄
四
一
二
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄
六
三
八
頁
）

で
は
︑﹁
肯
定
＋
肯
定
︑
肯
定
︑
肯
定
︑
肯
定
︑
肯
定
︑
肯
定
︑
肯
定
︑

肯
定
︑
肯
定
︑
肯
定
︑
疑
問
︑
肯
定
︑
肯
定
︑
否
定
＋
疑
問
︑
否
定
︑
肯
定
﹂

と
な
り
︑
続
い
て
次
の
例
で
は
︑

い
ま
の
無
聞
の
と
も
が
ら
は
︑
阿
羅
漢
は
い
か
な
り
と
も
し
ら
ず
︑

佛
は
い
か
な
り
と
も
し
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
︑
み
づ
か
ら
阿
羅
漢
に
あ

ら
ず
︑
佛
に
あ
ら
ず
と
も
し
ら
ず
︑
み
だ
り
に
わ
れ
は
佛
な
り
と
の

み
お
も
ひ
い
ふ
は
︑
お
ほ
き
な
る
あ
や
ま
り
な
り
︑
ふ
か
き
と
が
な

る
べ
し
︒（﹁
四
禅
比
丘
﹂︑﹃
大
久
保
本
﹄
七
〇
六
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄

一
〇
六
八
頁
）

で
は
︑﹁
肯
定
＋
否
定
︑
肯
定
＋
否
定
︑
否
定
︑
否
定
＋
否
定
︑
肯
定
＋

肯
定
＋
肯
定
︑
肯
定
＋
肯
定
︑
肯
定
＋
肯
定
﹂
と
な
る
︒
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以
上
の
比
較
か
ら
︑
先
ず
﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄
で
は
︑
展
開
的
な
複
文

が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
︑﹃
正
法
眼
蔵
﹄
と
同
時
代
の

和
文
と
し
て
検
証
し
た
﹃
禅
家
説
﹄
お
よ
び
﹃
開
目
抄
﹄
で
は
︑
展
開
的

な
複
文
が
多
く
見
ら
れ
た
と
は
い
え
︑
こ
れ
ら
複
文
の
内
容
を
さ
ら
に
細

か
く
検
証
し
て
み
る
と
︑﹁
肯
定
﹂
と
﹁
否
定
﹂
か
ら
構
成
さ
れ
た
複
文

が
中
心
で
あ
り（
６
）︑﹁
疑
問
﹂・﹁
反
語
﹂︑
あ
る
い
は
﹁
命
令
﹂・﹁
禁
止
﹂
に

類
す
る
述
語
を
含
む
展
開
的
複
文
は
少
な
く
一
割
あ
ま
り
で
あ
る
︒﹃
如

浄
禅
師
語
録
﹄
で
は
︑﹁
肯
定
﹂
や
﹁
否
定
﹂
だ
け
で
な
く
︑﹁
命
令
﹂
や
﹁
疑

問
﹂
も
度
々
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
展
開
的
複
文
と
し
て
は
複
雑

で
あ
る
と
言
え
る
︒
た
だ
︑分
類
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に﹁
言
い
換
え
﹂

に
よ
る
複
文
は
見
当
た
ら
な
い
︒
従
っ
て
︑﹃
正
法
眼
蔵
﹄
の
複
文
は
様
々

な
種
類
の
複
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
︑
中
で
も
大
き
な
相
違
点
は
﹁
言
い
換

え
に
よ
る
複
文
﹂
を
用
い
て
い
る
点
が
注
目
す
べ
き
特
徴
で
あ
る
と
言
え

る
︒
具
体
的
に
は
︑﹃
印
度
学
仏
教
学
会
研
究
﹄（
七
〇
号
）
で
の
拙
稿
で

挙
げ
た
左
記
の
①
お
よ
び
②
の
ほ
か
に
も
︑
い
く
つ
か
引
用
し
て
み
る
と

以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

①
初
心
の
坐
禅
は
最
初
の
坐
禅
な
り
︑
最
初
の
坐
禅
は
最
初
の
坐
佛
な

り
︒（﹁
坐
禅
箴
﹂︑﹃
大
久
保
本
﹄
九
四
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄
一
五
一

～
一
五
二
頁
）

②
心
み
な
こ
れ
衆
生
な
り
︑
衆
生
み
な
こ
れ
有
佛
性
な
り
︒（﹁
仏
性
﹂︑

﹃
大
久
保
本
﹄
二
七
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄
三
四
頁
）

③
佛
有
は
趙
州
有
な
り
︑
趙
州
有
は
狗
子
有
な
り
︑
狗
子
有
は
佛
性
有

な
り
︒（﹁
仏
性
﹂︑﹃
大
久
保
本
﹄
三
二
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄
四
一
頁
）

④
法
な
る
ゆ
ゑ
に
客
塵
に
あ
ら
ず
︑
客
塵
に
あ
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
に
不
染
汚

な
り
︒（﹁
海
印
三
昧
﹂︑﹃
大
久
保
本
﹄
一
〇
三
頁
︑﹃
本
山
版
訂
補
﹄

一
六
四
～
一
六
五
頁
）

⑤
こ
の
衆
生
は
我
此
九
部
法
の
隨
順
な
り
︑
こ
の
隨
順
は
︑
隨
佗
去
な

り
︑
隨
自
去
な
り
︑
隨
衆
去
な
り
︑
隨
生
去
な
り
︑
隨
我
去
な
り
︑

隨
此
去
な
り
︒（﹁
仏
教
﹂︑﹃
大
久
保
本
﹄
三
一
三
～
三
一
四
頁
︑﹃
本

山
版
訂
補
﹄
四
七
七
頁
）

　

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
言
い
換
え
に
よ
る
複
文
と
い
う
の
は
︑
例
え
ば

﹁
A
＝
B
で
あ
り
︑
B
＝
C
で
あ
る
﹂︑﹁
A
＝
B
で
あ
り
︑
C
で
あ
り
︑

D
で
あ
る
﹂︑あ
る
い
は
否
定
的
に
﹁
A
は
B
で
は
な
い
し
︑
C
で
も
な
い
﹂

と
い
う
よ
う
に
︑
言
葉
を
言
い
換
え
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
︑
自
身
に
合

致
し
た
﹁
B
﹂
や
﹁
C
﹂・﹁
D
﹂
と
し
て
受
用
で
き
る
こ
と
と
な
り
︑イ
メ
ー

ジ
化
つ
ま
り
概
念
化
の
受
用
を
し
易
く
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
︒
仮
に

﹁
A
＝
B
﹂
と
断
言
さ
れ
る
と
︑﹁
B
﹂
に
関
す
る
知
識
や
経
験
が
な
け
れ

ば
理
解
を
難
し
く
さ
せ
る
が
︑﹁
C
﹂
で
あ
り
︑
あ
る
い
は
︑﹁
D
﹂
で
あ

る
と
認
識
で
き
れ
ば
︑
よ
り
多
く
の
理
解
を
生
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
は

ず
で
あ
る
︒

　

こ
れ
に
比
べ
て
︑﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄
で
の
言
い
換
え
に
よ
る
複
文
が

無
い
こ
と
か
ら
︑
言
い
換
え
に
よ
る
複
文
に
よ
っ
て
弟
子
達
へ
の
理
解
を

促
す
と
い
う
べ
き
概
念
化
を
進
め
る
と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
こ
の
こ
と
は
︑
如
浄
禅
師
に
と
っ
て
道
元
禅
師
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が
既
に
法
嗣
と
し
て
託
せ
る
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ

る
が
︑
浄
慈
寺
の
清
禅
師
を
讃
え
る
上
堂
で
﹁
滅
盡
綱
宗
行
正
令
︿
綱
宗

を
滅
尽
し
て
正
令
を
行
ず
﹀﹂（﹁
浄
﹂︑﹃
大
正
蔵
﹄
一
二
四
頁
・
中
段
）

と
述
べ
て
い
る
通
り
︑﹁
行
﹂
に
重
き
を
置
い
て
い
た
結
果
に
も
拠
る
と

言
え
る
︒五　

小　

結

　
﹃
正
法
眼
蔵
﹄
に
お
け
る
構
文
の
特
徴
を
検
証
す
る
た
め
に
︑
宋
時
代

の
語
録
で
あ
る
﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄
を
中
心
と
し
て
︑﹃
景
徳
伝
燈
録
﹄

お
よ
び
﹃
宏
智
禅
師
広
録
﹄
か
ら
い
く
つ
か
の
具
体
的
な
例
文
を
挙
げ
て

比
較
し
︑
複
文
の
多
用
に
関
し
て
再
確
認
を
行
っ
た
︒
そ
こ
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
は
︑
漢
文
に
よ
る
語
録
を
道
元
禅
師
は
和
文
に
置
き
換
え
︑

大
衆
に
分
か
り
や
す
く
理
解
さ
せ
る
た
め
に
様
々
な
言
葉
を
駆
使
し
て
︑

説
明
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

　

複
文
の
多
用
は
︑
第
一
に
言
葉
の
固
定
化
を
避
け
る
こ
と
︑
第
二
に
概

念
化
を
促
す
こ
と
︑
第
三
に
こ
の
両
者
に
よ
り
異
な
る
個
別
の
理
解
度
に

応
じ
た
教
義
の
伝
達
を
可
能
と
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
拙
稿
（﹃
印
度
学

仏
教
学
研
究
﹄
第
六
九
号
）
で
述
べ
た
︒

　

ま
た
︑
二
〇
二
一
年
の
印
度
学
仏
教
学
会
で
も
発
表
し
た
通
り
︑
個
別

の
概
念
化
は
受
用
範
囲
が
広
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
反
面
︑
受
動
的
な
修

学
を
否
定
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
な
ぜ
な
ら
︑
一

人
一
人
の
内
部
で
の
概
念
化
は
受
身
で
は
決
し
て
収
束
で
き
ず
︑
能
動
的

に
自
身
が
造
り
出
す
イ
メ
ー
ジ
と
の
対
峙
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
か
ら
で
あ

る
︒﹁
A
﹂
は
﹁
B
﹂
で
あ
る
と
断
定
的
に
言
わ
れ
れ
ば
︑
こ
れ
を
受
け

容
れ
る
し
か
道
は
な
い
が
︑﹁
A
は
B
で
あ
り
︑
C
で
あ
る
﹂
と
言
わ
れ

れ
ば
自
ら
の
﹁
B
﹂
や
﹁
C
﹂
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
い
う
能
動
的
な
態

度
が
必
要
と
な
る
︒
こ
れ
を
︑
厳
密
に
実
行
し
よ
う
と
す
れ
ば
︑
毎
回
︑

毎
時
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
り
︑
積
極
的
に
全
身
心
で
向
き
合
う
こ

と
が
必
要
と
な
る
︒
こ
れ
は
︑
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
自
ら
を
置
く
こ
と

と
な
る
は
ず
で
あ
る
︒
ま
さ
に
︑
百
尺
竿
頭
か
ら
︑
つ
ね
に
一
歩
を
歩
み

続
け
る
こ
と
で
あ
り
︑
道
元
の
修
行
そ
の
も
の
と
合
致
す
る
と
考
え
る
︒

　

今
後
は
︑
仮
字
﹃
正
法
眼
蔵
﹄
全
巻
の
構
文
分
類
を
進
め
て
︑
よ
り
客

観
的
で
確
か
な
結
論
に
到
る
べ
く
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
︒

　

註
‥

（
1
）
構
文
の
種
類
に
つ
い
て
は
︑
拙
稿
﹁﹃
正
法
眼
蔵
﹄
の
言
語
表
現
に
関
す
る

一
考
察
﹂（﹃
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
﹄
第
五
一
号
︑
二
〇
二
〇
）
を
参
照
い

た
だ
き
た
い
︒
ま
た
︑﹃
正
法
眼
蔵
﹄
の
構
文
の
検
証
に
関
し
て
は
︑拙
稿
﹁﹃
正

法
眼
蔵
﹄
に
お
け
る
複
文
表
現
の
特
徴
に
関
す
る
一
考
察
﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学

研
究
﹄
第
六
九
号
︑
二
〇
二
〇
）
を
︑
他
の
和
文
仏
典
の
構
文
と
の
比
較
・
検

証
の
結
果
に
関
し
て
は
︑
拙
稿
︑﹁﹃
正
法
眼
蔵
﹄
に
お
け
る
構
文
表
現
の
特
徴
﹂

（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
七
〇
号
︑
二
〇
二
一
年
一
二
月
発
行
予
定
）
を
参

照
い
た
だ
き
た
い
︒

（
2
）﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄は﹃
大
正
新
修
大
蔵
経
﹄第
四
十
八
巻
諸
宗
部
五（
一
二
一

頁
下
段
～
一
二
八
頁
中
段
）
を
底
本
と
し
た
︒
こ
れ
は
︑
卍
山
本
を
底
本
と
し

て
い
る
︒
比
較
の
た
め
に
﹁
総
持
寺
本
﹂
に
該
当
す
る
鏡
島
元
隆
氏
の
﹃
天
童

如
浄
禅
師
の
研
究
﹄
後
篇
訳
註
﹃
如
浄
語
録
﹄（
一
九
八
三
年
︑
春
秋
社
）
の
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引
用
漢
文
を
参
考
と
し
た
︒
両
者
の
違
い
は
︑
上
堂
の
順
番
︑
初
句
の
違
い
︑

字
の
違
い
（
例
え
ば
︑闊
（
広
大
）
と
閣
（
建
物
）︑誇
（
誇
示
す
る
）
と
跨
（
乗

越
え
る
））︑
同
音
異
語
（
例
え
ば
︑
裡
と
裏
な
ど
）
等
々
が
見
ら
れ
る
が
︑
本

文
の
内
容
と
構
文
構
成
に
関
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
大
き
な
違
い
は
見
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
︒

（
3
）
比
較
・
参
照
の

た
め
に
︑
和
文
に
よ

る
三
書
の
構
文
分
類

結
果
の
表
を
以
下
に

記
載
す
る
︒﹃
正
法
眼

蔵
﹄
に
つ
い
て
は
全

巻
の
分
析
を
進
め
る

前
段
階
と
し
て
代
表

的
な
﹁
現
成
公
案
﹂・

﹁
仏
性
﹂・﹁
諸
悪
莫

作
﹂・﹁
三
界
唯
心
﹂

と
十
二
巻
本
の
﹁
深

信
因
果
﹂
を
含
む
五

巻
を
選
ん
で
分
析
を

試
み
て
い
る
︒
ま
た
︑

﹃
禅
家
説
﹄
か
ら
は
和

文
に
よ
る
法
語
部
分

を
︑
日
蓮
の
著
作
に

つ
い
て
は
同
じ
く
和

文
で
書
か
れ
て
い
る

﹃
開
目
抄
﹄
前
段
部
分

を
分
類
し
て
い
る
︒

（
4
）
拙
稿
﹁﹃
正
法
眼

蔵
﹄
の
言
語
表
現
に
関
す
る
一
考
察
﹂（﹃
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
﹄
第
五
一

号
︑
二
〇
二
〇
）

（
5
）
句
読
点
に
つ
い
て
は
︑
両
本
を
参
考
に
し
て
筆
者
が
付
し
た
︒
ま
た
︑﹃
大

久
保
本
﹄
は
会
話
を
﹁　

﹂
で
表
記
し
て
い
る
が
︑
筆
者
の
判
断
で
省
い
て
い

る
︒

（
6
）﹃
印
度
学
仏
教
学
会
研
究
﹄
第
七
〇
号
︑二
〇
二
一
年
一
二
月
（
発
行
予
定
）

を
参
照
︒

〈
参
考
文
献
〉

﹃
大
正
新
脩
大
藏
経
﹄
第
四
八
巻
︑
第
五
一
巻

﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄
上
・
下
︑
武
列
江
城
書
林
︑
延
宝
八
年

中
野
達
慧
編
輯
﹃
天
童
如
浄
禅
師
語
録
﹄
蔵
経
書
院
︑
一
八
八
二

大
久
保
道
舟
編
﹃
道
元
禅
師
全
集
﹄
上
巻
︑
筑
摩
書
房
︑
一
九
六
九

河
村
孝
道
・
角
田
泰
隆
編
﹃
本
山
版
訂
補
正
法
眼
蔵
﹄
大
法
輪
閣
︑
二
〇
一
九

鏡
島
元
隆
﹃
天
童
如
浄
禅
師
の
研
究
﹄
春
秋
社
︑
一
九
八
三

拙
稿
﹁﹃
正
法
眼
蔵
﹄
に
お
け
る
複
文
表
現
の
特
徴
に
関
す
る
一
考
察
﹂﹃
印
度
学

仏
教
学
研
究
﹄
第
六
九
巻
第
二
号
︑
二
〇
二
〇

拙
稿
﹁﹃
正
法
眼
蔵
﹄
に
お
け
る
構
文
表
現
の
特
徴
︱
他
の
和
文
仏
典
と
の
比
較
・

検
証
を
通
し
て
︱
﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
第
七
〇
号
）
二
〇
二
一
（
発
行

予
定
）

拙
稿
﹁﹃
正
法
眼
蔵
﹄
の
言
語
表
現
に
関
す
る
一
考
察
﹂﹃
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論

集
﹄
第
五
一
号
︑
二
〇
二
〇

︿
キ
ー
ワ
ー
ド
﹀﹃
正
法
眼
蔵
﹄︑﹃
如
浄
禅
師
語
録
﹄︑﹃
宏
智
禪
師
広
録
﹄︑﹃
景

徳
伝
燈
録
﹄︑
構
文
︑
複
文
︑
言
い
換
え

（
駒
沢
大
学
禅
研
究
所
研
修
員
）

『正法眼蔵』−｢現成公案｣･｢仏性｣･｢諸悪莫作｣･｢三界唯心｣･｢深信因果｣巻の構文分類表

構文の種類 肯定的 
複文

否定的
複文

疑問･反
語的複文

命令･禁
止的複文

展開的
複文 言い換え複文小計 単　文 合　計

小　計 293 62 26 26 219 25 651 203 854
（%） 34.3% 7.3% 3.0% 3.0% 25.6% 2.9% 76.2% 23.8% 100.0%

『禅家説』ー「法語」の構文分類表

構文の種類 肯定的 
複文

否定的
複文

疑問･反
語的複文

命令･禁
止的複文

展開的
複文 言い換え複文小計 単　文 合　計

件　数 117 4 6 0 82 0 209 35 244
（%） 48.0% 1.6% 2.5% 0.0% 33.6% 0.0% 85.7% 14.3% 100.0%

『開目抄』前段ー 構文分類表 

構文の種類 肯定的 
複文

否定的
複文

疑問･反
語的複文

命令･禁
止的複文

展開的
複文 言い換え複文小計 単　文 合　計

件　数 195 8 26 0 118 1 348 113 461
（%） 42.3% 1.7% 5.6% 0.0% 25.6% 0.2% 75.5% 24.5% 100.0%


